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(総務 省 技術 基準 適合 品 


取扱 説明 書 


くだ さい 。 


け ま す 。 


特定 小 電 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 
DJ-P221 


本 書 に は 基本 的 な 採 作 方 法 を 記載 し て いま す 。 
拡張 機能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 
ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に 
取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さ 
つい て も 記載 し て いま す の で この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保 和 し て くだ さ | 
補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取 扱 説明 圭 と 合わ せ て 保管 し て く 
だ さい 。 ど 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 
品 は 免許 ・ 資 格 不要 の 特定 小 電力 無線 電話 と し て 、 加 種 通 信 に お 使い いた だ 


ご 使用 いた だ くだ た め 、 この 
い 。 アフ ター サー ビス な ど に 
い 。 また 、 


が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製 


プ 
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お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 


還 ご 使用 環境 
高温 、 多 湯 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉じん 
の 多い 場所 は 避け て お 使い くだ さい 。 


是 分 解 し な いで 

特定 小 夫 力 トラ ン シ ー バ ー の 改造 変更 は 法律 
で 振 赴 され て いま す 。 分 解 し た り 内 部 を 開け る 
こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


還 ご 使用 上 禁 上 場所 。 

本 機 は 総務 省 技術 基準 所 合 品 で す が 、 使 用 場所 に よ 
っ て せ 選 わ 記 電波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ま 
す 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 電線 車両 内 、 中 継 
局 周辺 、 病 院内 な ど ) 


日 本 国内 で の み 使 用 し て くだ さい 。 
This product is permitted fOr use In Japan on 


画 通 信 距 離 

衣 信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 きく 異 

な り ま す 。 

・ 海 上 、 山頂 な ど 条 件 の よい 所 2km ま た は それ 以上 
・ 河 原 な ど 障 定 物 の な い 平地 。: SQOm~1km 程 度 
・ 見 通し の よい 道 、 郊 外 の 住宅 地 - 500m 邊 度 
よう 200m 程 度 


ロー パワー 時 は 、 半 分 以下 に な り 
ます 。 


特定 小 電力 の 


全国 どこ か ら で も 慰 料 で 、 サ ービス 窓 ロ に つなが り ま す 。 
は 


言 制限 に つ し 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 1 
フリ ー ダ イア ル 四 語 Q120-464-007 『 


FPS0784B 
FNEG-NJ 


男 外 部 保護 性 能 に つい て 

指定 の 純正 防水 型 ア クセ サリ ー を 本 体 に 装 落 
する こと で 、【P67 相 当 の 恒 塵 防水 に な り ま 
す 。 た だ し 、 常 に 水 し 点 き や 海水 、 油 脂 、 薬 
品 が か か る 環境 や 、 鉄 粉 が 飛散 する よう な 環 
境 で の 使用 で 発生 する 不具 合 に つい て は 保証 
し て お り ま せん 。 ま た 、 す べ て の 虹 品 を 出荷 
前 に 検査 し て その 性 能 を 保証 する も の で は な 
い 「 相 当 品 ] で す の で 、 水 没 、 流 水 で の 洗 漁 
は 絶対 に お や めく だ さい 。 濡れ た と き は 乾い 
た 布 で 手早く 拭き 取り 、 電 池 を 抜い て 内 部 を 
よく 乾燥 させ て くだ さい 。 防水 球 材 は 時 間 が 
経つ と 劣化 し ます の で 、 弊 社 で は 外 虹 保 護 性 
能 に つい て も 製品 と 同じ 保証 期間 と させ て い 
た だ いて お り ま す 。 


画 バ ッ テ リ ー セ ー ブ に つい て 

電池 の 消耗 を 防ぐ 先 能 で す 。 受信 待ち 用 け 状 
胡 で 約 5 秒 問 キー 操作 が な いと この 換 能 が 動作 
し ます 。 信号 受信 する が 、 ギ ー 操 作 が お て 
な われ る と バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 され ま 
す 。 バッテリ ー セ ー ブ 動 作 時 に 信号 を 受信 すず 
る と 、 周 話 の 始め が 途切れ る 場合 が あり ます 
が 、 異 堂 で は あり ませ ん 。 


還 障 害 物 

本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た 
め 、 問 に ビル や 柱 閉 、 ま た は 山 や 丘陵 等 の 昭 害 
物 が ある と 通信 で きる 距 柳 が 短く な り ま す 。 


特定 小 電 力 トラ ン シ ー バ ー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 
3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) ……… の …… 
10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 通 信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 し ます 。 


中 継 通信 の 場合 も 連続 し た 中 継 動作 が 3 分 を 越え る と タイ ム ア ウ ト し ます 。 


分 の 通 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通信 が 令 止 し た 後 は 、 約 ら 秒 た た な いと 次 の 送信 


は で きま せん 。 


キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ん) …………………… 
一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は [PTT] キ ー を 押し て も 送信 で きま せん 。 


信 中 に [PTT] キ ー を 押す と アラ ー ム 音 


音 が 鳴り 、 送信 で き な い こと を お 知ら せ し ま す 。 


6 ビー プ を OFF に し て いる と き 、 ア ラー ム 音 は 喝 り ませ ん 。 


ーー キー ーー 
安全 上 の ご 注意 
製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


て の 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ さき 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 
へ の 損失 を 未然 に 防 此 す る た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 
うに な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


表 示 の 意味 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重 悔 を 負う 
危険 が 差し 迫っ つて 生じ る こと が 灯 定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 可 
能 企 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 起 定 
され る 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


表 示 の 意 味 
人 記号 は 、 注 意 ( 危 険 ・ 警 告 含む) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ ば る も の で す 。 
図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ちる こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か われ て いま す 。 


公記 号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指 示す る 内 容 を 告げ ば る も の で す 。 
図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC じ アダ プター を コン セン ト か ら 
抜け ) が 描 わ おれ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要 困 に て 通信 な どの 比 会 た 失っ た た め に 生じ た 損害 
な どの 純 委 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 貢 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


條 警告 
軒 使 用 環境 ・ 条 件 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 
み で す 。 国外 で は 使用 で きま せん 。 
This pfoduct is permitted fr use in Japan ol. 


この 製品 を 人 命 致 助 な どの 目的 で 使用 し て 、 

人 千 故障 ・ 人 で 人 
っ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は 

を の 人 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と 
も に 至近 距 串 で 複数 台 使用 し な いで くだ 
さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 詞 動 
作 ・ 不 詞 合 の | な り ま す 。 


この 製 品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 
部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 い か な る 
誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 


自動 車 な どの 運転 中 に 使用 し な いで くだ 
さい 。 交通 事故 の 原因 と な り ま す 。 
運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 
に 止め て か ら ご 使用 くだ さい 。 携帯 型 無 
線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 
交通 法 違 反 で 硬 せ られ ます 。 


電子 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
(Q) い 。 人 了 寺 に より 扱 問 の 冶 乱 ・ 量 作 
の 原因 と な り ます 。 


内 部 か ら 濡れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き 
は 、 友 膚 に 障害 を 起こ す お それ が あり ます の 
で 、 すぐ に され いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 
中 縺 局 局 辺 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 
に 支障 を きた し た り 、 各 種 機器 が 故障 ・ 
誤動作 する 原因 と な り ま す 。 

病院 や 医療 機関 で は 、 医 療 機器 な ど に 支 


元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 原 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 質 理 者 の 許 
本 の も と ど 使 用 くだ さい 。 
指定 以外 の オブ ション や 他社 の アク セ サ 無線 機 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な る 説 
リー 品 を 投 続 し な いで くだ さい 。 才 障 動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 切 その 起 
の 原因 と な り ま す 。 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 
エコ 
付属 品 と 取り 付 
付属 品 を ご 確認 くだ さい 
[ベルトクリップ (ネジ 1 本) 取扱 説明 雪 (本 書 ) 
ハン ドス トラ ッ プ 保証 書 


お 記 】 保証 療 に ご 購入 の 日付 が 記載 され て いな いと き は 、 人 収 寺 ・ レ シー ト を 所 証 療 と いっ し よ に 保管 し て 
くだ さい ご 清和 日 が 名 有 で きる 書類 か な いと 第 証 サー ビス は 無 交 となり ます の で ど さ 息 くだ さい 。 


ベル トク リッ プ の 取り 付け oo 
ペル トク リッ プ を ネジ で 本 機 の 背面 に 取り 付け ます 。 


注意 】 定期 的 に 、 ネジ に ゆる み が な いか 点検 し て くださ : 
い 。 ベ ルト クリ ッ プ は 消耗 品 で す 。 ス ペア ー 部 品 
と し て 販売 し て いま す の で 、 お 買い 求め の 大 は 販 
売店 に ご 相談 くだ さい 。 
ベル トク リッ プ (ネジ 付き ) :EBC-29 


ンド スト ラッ プ の 取り 付け …… 


革 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


イヤ ホン を 使用 する 場合 あらかじめ 音量 を 下げ て 
くだ さい 。 臣 力 障害 の 泉 因 に な る て と が あり ます 。 


パー は 調整 済み で す 。 特 定 小 
電力 トラ バー を ユー ザー が 改造 、 変 更 
する こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 
サイ ズ 違 い の ア ン テ ナ に 交換 する こと は で き 
ませ ん 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熟 が 
て も り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火 災 の 原因 と 
な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 男 通 し の 良い 状 
態 で ご 使用 くだ さい 。 


画 充 電器 の 取り 扱い に つい て 


指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


充電 器 の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配 線 し な 
いで くだ さい 。 加熱 発火 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で 電器 の AC ア ダ プター に 般 れ 
(Q) た り 、 抜き 差し し な いで くだ さい 。 友 二 の 
な り ます 。 


琴 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し 
て 、 電 池 を 取り 外し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 
は 、AC ア ダブ プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 い 
くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は 
買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス 宮 
口 に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 
違法 で すか ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


画 異 常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 頻 
い が す る と き 
画 活 と し た り 、 ケ ー ス を 成 損し た り し た と き 
罰 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 
画 AC ア ダ プ ター の コー ド が 傷ん だ と き 
( 忘 線 の 喉 出 や 断線 な ど ) 


玉 保 守 ・ 点 検 


本 体 や 2 電 語 の ケー ス は 、 開け な いで くだ さい 。 
けが ・ 感 二 ・ 胡 間 の 原因 と な り ます 。 内 部 の 京 
拉 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サ 
(〈) ヒス セン ター に こ 格 順 く だ さい 。 
半 番 号 ラ ベル を は が さ な い で くだ さい 。 
人 人 衝 号 が わか ら な いと 保証 サー ビス を お 愛 
け 頂 く こ と が で きま せん 。 


水 を かけ たり 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また 故意 に ぬら ざ な いよ うに ご 注意 くだ さ 
い 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


防 浸 保護 に は 宗 御 が あり ます 。 

氷 な ど で ぬ れ や すい 場所 ( 必 呂 場 な ど ) で 
キ し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な 
り 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置 
か な いで くだ さい 。 こぼれ た り 、 中 に 入っ た 坦 
合 、 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ます 。 


充 赴 器 の AC ア ダ プ ター を 、AC コ ン セ ント 
に 巡 実 に 差し 込 々 で くだ さい 。AC ア ダブ 
ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 
電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


充電 器 の AC ア ダ プ ター の 丸 に 、 ほ こり が 
付 六 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 シ ョ 
ー ト や 加 熟 に より 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


雷 が 鳴り 出し た ら 安 全 の た め 本 体 の 電源 を 
OFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は AC ア 
ダブ プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて 、 ご 
使用 を お 控え くだ さい 。 


條 注意 
男 使 用 環境 ・ 打 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで 
くだ さい 。 電 波 障害 を 与え た り 、 受 け 
た りす る こと が あり ます 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 
風通し の 悪い 場所 に は 置か が な いで くだ 
さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る 
こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 右 い た 所 、 振 動 の 
多い 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 沙 
ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


グル ー プ トー ク 擬 能 を 使用 する 際 、 特 
定 の 番号 に お いて 異な る 機種 と の 間 で 
通話 が 途切れ る 場合 が あり ます 。 この 
よう な 時 は 違う 番号 を 選ん で 通話 を お 
試し くだ さい 。 こ れ は グル ー プ トー ク 
機能 に 使わ れる トーン 信 号 の 精度 が 機 
種 に よっ て ば ら つ く こ と に よる 相性 の 
た めで あり 故障 で は あり ませ ん 。 


回 トラ 


アン テ ナ を 訪 っ て 目 な ど に さき 
うに し て くだ さい 。 


イヤ ホン / マ イク ロホ ン 端 子 に は オプ シ 
ョ ン の イヤ ホン / マ イク ロホ ン 以 條 は 接 
続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


さき な いよ 


恒 充 電器 の 取り 扱い に つい て 


充電 器 の AC ア ダブ ター を 抜く と き は 、 
コー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す 。 必 ず AC ア ダ プ ター を 持っ て 抜 
いて くだ さい 。 


久保 守 ・ 点 栓 
人 


くだ さい 。 

、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 
剤 な ど を 潜 う と 氏 や 文字 が 責 する 
恐れ が あり ます 。 
洗浄 剤 な ど を 画 接 無線 機 に 吹き 付け な 
いで くだ さい 。 和 機 器 内 部 に 浸透 し 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


ン シ ー バ ー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター 
の 吹き 出し 口 な ど 、 異常 に 温度 が 高く 
な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 
部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変 
形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油煙 や 湯気 
が 当たる よう な 場所 に は 置か な いで く 
だ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 隙 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


電 波 を 使用 し て いる 関係 上 、 舞 線 機 器 
の 通話 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻 
止 す る こと は で きま せん 。 

その た め 、 擬 密 を 要する 重要 な 通話 に 
使用 する こと は お 勧め で きま せん 。 


マイ ク 部 に シー ル 類 を 貼ら な いで くだ 


さい 。 
相手 に 音声 が 聞こ えな く な り ま す 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 
の た め 必 ず 本 体 の 電源 を DFF に し て 、 
電池 を 取り 外し 、 充 電器 を ご 使用 の 場 
合 は AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント か 
ら 抜 いて くだ さい 。 


衝撃 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 故 
障 の 場合 は 、 吉 証 対象 外 に な り ます 。 


充電 器 の AC ア ダ プ ター を 訓 器 具 に 近 づ 
け な い で くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 
の 原因 と な る こと が あり ます 。 


お 手入れ の 際 ほ は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 
の 電源 を DFF に し て 、 電 池 を 取り 外 
し 、 充 電器 を ご 便 用 の 場合 は 、AC ア ダ 
プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ 
さい 。 


製造 番号 ラベ ル を は が さ な い で くだ さい 。 
製造 番号 が わか ら な いと 保証 サー ビス を 


お 受け 頂く こと が で きま せん 。 


充電 池 お よび 充電 器 (オプ ショ ン ) 


充電 池 、 充 悪 器 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 下記 の と お り で す 。 


人 @ ニ ッ ケ ル 水 素 充電 池 : EBP-1 79 
(1.2V 1900mAh) 
例 ツ イン 充電 器 セ ッ ト : EDC-178A 


充電 池 は 出荷 時 に は 十分 に 充電 
だ さい 。 

充電 器 (EDC- 1 79A/1 79H/181A) を 使用 し て 、 
を 満 充 器 す る の に 朗 す る 時 間 は 約 6 時 間 で す 。 


れ て いま せん 。 


人 @ 連 結 欠 唱 スタ ンド : EDC-178R 
人 @ 連 結 用 AC ア ダブ ター : EDC-168 
@ シ ング ル 充電 器 セ ッ ト : EDC-181A 


お 買い 上 げ 後 に 満 充 電 し て か ら ご 使用 く 


空 の ニッ ケル 水素 充電 池 (EBP-1 79) 


市 販 の 単 三 形 充電 池 は EBP- 1 79 と 形状 が 違う た め ご 使用 に な れ ま せん 。 


連結 充電 スタ ン ド (EDC-1 フ 8R) の 使用 方 法 … 人 oo cm 


時 社 の 充電 器 は 、 対 応 す る 弊社 抽 品 専用 で す 。 市 販 の 充 吉池 を 充電 する こと は で きま せん 。 


ツイ ン 充 電器 セッ ト (EDC- 1 79A) の 使用 方 法 


① ト ラン シー バー に ニッ ケル 水 察 充電 池 (EBP- 


179) を 装 蒼 し ます 。 


@AC ア ダ プ ター の プラ グ を 充電 スタ ンド 背面 の 


ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


⑧AC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト AC100V 


に 接続 し ます 。 


④ ト ラン シー バー を 充電 スタ ンド の ポケ ッ ト に 


挿入 し ます 。 


充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点灯 し ます 。 
台 の み 、 ま た は ら 台 同時 に 充電 可能 で す 。 
⑤ 充 電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


AC ア ダブ ター 


連結 充電 スタ ンド (EDC-1 79R) を 使用 し て 


本 機 背 面 上 部 に ある スト ラッ プ 用 の 通し 穴 に 取り 付 
け ま す 。 


① 電 池 フ タ を 左 ( 反 時 方向) に 回 し て 取り 外し ます 。 

@ 単 三 形 東 電池 また は ニッ ケル 水素 充電 池 
(EBP- 1 79) 1 本 を [一] 側 か ら 入れ ます 。 

⑬ 電 池 フ タ を 右 (時 計 方 向 ) に 回 し て 取り 付け ます 。 


【 注 各 】 ・ 起 池 フ タ を 紛失 し な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 

・ 電池 の 李 性 [オノ ー] を 間違え な いよ うに 入れ て くだ さい 。 ・ 

・ 長 期間 使用 し な いと き は 電池 を トラ ン シ ー バ ー ~ 
か ら 取 り 出 し て くだ さい 。 


連結 充電 する と き は 、 必 ず 連 結 用 AC ア ダ プ 
ー (EDO-168) が 必要 で す 。 

最大 で 5 台 運 結 し 、 ト ラン シー バー を 10 台 

同時 に 充電 する こと が で きま す 。 


① 充 電 ス タン ド ど うし を 連結 し ます 。 ロック レ 

人 固定 され て いる こと を 確認 し て くだ さ 
eo 

@ 充 電 ス タン ド 裏 面 の コネ クタ を 接続 し ます 。 

連結 用 AC ア ダ プ ター の コネ クタ を 、 端 の 
充電 スタ ンド の コネ クタ に 接続 し ます 。 

④ 連 結 用 AC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト 
AC100V に 接続 し ます 。 

⑤ ト ランシー バー を 充電 スタ ンド の ポケ ッ ト 
に 挿入 し ます 。 
充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点灯 し ます 。 
最大 で 10 台 同時 に 充電 可能 で す 。 

⑥ 充 電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


AC ア ダブ ター 
(EDC-162) 


いた 布 で 拭き 取っ て くだ さい 。 


充電 器 に トランシーバ ー を 挿入 し て も うま く 充 電 し な いと き は 、 充 電 英 子 の 汚れ を 乾 


トラ ン シ ー バ ー を 前 方 の ポ が ケッ ト に 挿入 する と 赤色 ラン プ が 点灯 する が 、 後 方 の ポケ 
だ 寺 ッ ト に 挿入 する と 緑色 ラン プ が 点灯 する 、 ある い は その 逆 の 動作 を する こと が あり ます 。 
充電 開始 を 決定 する 回 路 の 個体 洲 に より 、 こ の よう な 動作 を する こと が あり ます が 上 異 
常 で は あり ませ ん 。 無駄 な 追い 充電 は 電池 の 劣化 を 早め ます 。 


3? 110 電 季 を 保 な する と き は 、 油 充 是 し た 状態 で 高温 多 混 を 避け て 保存 し て 
く 
こち ル 沈 電 池 を 6 ヶ月 以上 ご 使用 に な ら な か っ た と き は 、 一 時 的 に 性 能 が 低下 し 、 


注 忌 


使用 時 間 が 短く な る こと が あり ます 。 


その 場合 は 、 下 記 の 方 法 で ニッ ケル 水 家 充 電池 の リフ レッ シュ を お こ な っ て くだ さい 。 


① ト ラン シー バー に ニッ ケル 水素 充電 池 を 装 交 し ます 。 
@ 指 定 の 充電 器 を 使用 し 満 充 時 し た 後 、 ト ラン シー バー の 電 革 を 入れ た まま 放置 し ます 。 


⑧「 減 電池 表示 が 出る ] 「 ト ラン シー バー の 電源 が 切れ る 」 な ど 、 電 池 を 使い 切る の 


を 待つ て 再度 充電 を お こ な っ て くだ さい 。 
④ 上 記 の 要領 で 、 充 放電 を 3 回 程度 線 り 返し ます 。 


リフ レッ シュ を お こ な っ て も 、 


命 が 尽き た も の と 思わ れ ま す 。 新しい も の に お 取り 替え くだ さい 。 


ニッ ケル 水素 充電 池 の 使用 時 間 が 著しく 短い 場合 は 寿 


将 部 の 名 前 と は た らき 


前 面部 る YY も る る の で る も る る も る る も る る る る る る の eo asa 
電 珠 ン 音量 ツマ ミ == イヤ ホン ンマ イ ク 端 子 
アン デ ナ は 外れ な いよ ー-、 な いと き は 明光 の だめ キ ャ 


フ に な うい いま ッ プ を 、 ね じ 込 ん で くだ さ 


な い 。 
イン ジ ケ ー タ ー ショ < 
っ オプ ショ ンマ イク を 接続 す 
送信 中 は 赤色 、 受 = N 
し ます 。 に 
| スピー カー 
PTT ( 和 送 信 ) ォ ー 昌 有 - 
ディ スプ レイ 
F (On) キー 串 
= 上 マイ ク 
マ ( ダ ウン ) キ の 部 ムッ プ ) キー 
GHOUP (SET/E) キー 
ディ スプ レイ 人 〇 の 人 の くく … の の FPP TO な ss 
秒 語 機能 表示 
VOX 機能 表示 | コン バン ダー 機能 表示 
F 表示 ベル 機能 表示 
otWo_ |-M 四 ※ 秘 抽 | ー 
0 』 チャ ン ネ ル 、 
旨 | グル ー プ 番号 表示 
ー ロ ッ グ ク 表示 S メー ター 表示 
中 継 チャ ン ネル 家 示 
チャ ン ネ ル 表 示 に つい て …… 
@ 交 旦 通 話 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 2O0 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 
ーLO1 b1 
[表示 は -| ( b 表 示 は ( 
レジ ャ ー タ イブ ビジ ネス タイ ブ 
ーLO8 b11 


其 本 操作 


本 機 の 基本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 カ スタ マイ ズ 方 法 や 拡張 機能 に つい て は 弊社 ホー」 


交互 通話 …… PTTT TTY ドド TTF PO PD 
電源 を 入れ る 

電源 音量 ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 し ます 。 

音量 を 調整 する 


電源 音量 ツマ ミニ を 時 計 方 向 に 回 す と 音量 が 大 きく 
な けり ます 。 

マキ ー と へ キー を 同時 に 押す と 「 ザ ー| と いう ノイ 
ズ が 聞こ え 、 音 量 の 目安 と な り ま す 。 
適切 な 音量 に 調整 し て くだ さい 。 


チャ ン ネ ル を 合わ せる 


マ ま た は ムキ ー を 押し て 交互 通話 用 チャ ン ネ ル の 
LO1 一 09、bO1 11 を 選択 し ます 。 


通話 し た い ト ラン シー バー 全て を 同じ チャ ン ネ ル に すす 7 / 
合わ せま す 。 と す 7 4# 
キー を 押し 続け る と 連続 し て チャ ン ネ ル が 切り 共 わ ) 

り ます 。 

受信 する 


信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
イン ジ ケ ー タ ー が 緑色 に 点灯 し 、 デ ィ ス プレ イ の S メ ー タ ー が 信号 の 強 さ に 応じ て 点 条 し ます 。 


送信 する 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら [PTT] キ 

ーー を 押し ます 。 

ー イ ンジ ケー ター が 赤色 に 点灯 し ます 。 
[PTT] キ ー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て くだ さい 
一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は 合 告 
音 「 プ ブ ププ ブ 」 が 鳴り 送信 で きま せん 。 

[PTT] キ ー を 離す と 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 


中 継 通 話 … 
直接 の 遂 信 で は 電 渡 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 中 絵 帳 を 介し て 通話 する こと 
江 3 凌 社 製 の 中 継 器 が 必要 で す 。 


YYYTTTYTTYYTYYTYYYYTY 


チャ ン ネ ル を 合わ せる 


マ ま た は へ キー を 押し て 中 継 通 話 用 チャ ン ネ ル の 
L10~ 18、b12 29 を 選択 し ます 。 


L 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 b 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 ー「 中 継が 点灯 し ます 。 すげ 
抽選 (9 ポジ ネ の ビジ ネス タイ プ (1 1 チャ ン す すす 7 
】 通信 で きま す 。 ネル 機 ) と 通信 で きま す 。 | 中 3 
送信 する 中 継 
旬 中 絆 通信 時 [PTT] キ ー を 押し 続け ます 。 
二 る ー 直 後に 「 ピ ビビ] と いう 音 が 鳴り ます 。 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 27 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 [PT キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
= ーb1g お 使い に な る 中 継 器 の 設定 を ご 確認 くだ さい 。 
中 継 器 に グル ー プ トー ク 機 能 が 設定 され て いる 場合 は 、 本 機 に も グル ー プ トー ク 揚 能 を 設定 
L 表 示 は ゴ b 表 示 は ( に Me 
2 ビジ ネス タイ ブ | 中 継 用 チャ ン ネ ル で は 、 子 機 どう し の 直 授 通話 は で きま せん 
に ーッ ヤン ネル で は 、 うし の 直接 通話 は で き fe 
ーL18 ーbe9 それ ぞ れ の 本 知生 貢 に る と 記す る こと が あり ます 。 
9 チャ ン ネ ル 18 チ ャ ン ネ ル 子 機 一 中 継 器 間 、 子 機 一 子 機 問 は 10m 以 上 部 し て くだ さい 。 
セッ トモ ー ド 
加 種 機能 を 用 途 や お 好み に 合わ せ て カス タマ イズ する こと が で きま す 。 セッ トモ ー ド 機能 上 明 選択 項目 初 拓 休 
2 bAtAL 選 択 (アル カリ ン ニ ッ ケル 水素 ) AL/ 本 AL 
セッ トモ ー ド に する ・ ECC PT YY エト PT CmP-aF コン バン ダー (雑音 低減) OFF/ ON OFF 
Vo-oF VOX (音声 検出 送信 ) OFF/Lo/ Hi OFF 
Scr-oF 秘話 OFF/ ON OFF 
①[F] キ ー を 押し な が ら [SET] キ ー を 押し ます 。 bP-Lo ビー ブ 言 量 (操作 斉 ) OFF/Lo/ Fi Lo 
ーー セット モー ド に 入り 項目 が 表示 され ます 。 EdP_an エン ドビー (送信 終了 音 ) OFF 7 ON ON 
⑧[SET] キ ー を 押す ご と に 項目 が 切り 替わり ます 。 pEL-oF ベル (呼び 出し お 知ら せ ) GFF7 ON OFF 
[FJ キ ー を 押す と 前 項目 に 戻り ます 。 HmP-5 ラン ブ OFF 75 移 7 ON 5 移 
③ マ また は へ キー を 押し て 設定 値 を 変更 し ます 。 HLdoF PTT ホー ルド (送信 保持 ) OFF7 ON OFF 
④[PTT] キ ー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 Ft 一 on PTT オン オフ (送信 桂 正 OFF7 ON ON 
At-on ら 中 継 器 接続 手順 OFF/ DN1 7 ON ODN 
EAr-on イヤ ホン 新 線 検知 OFF/ ODN ODN 
SR ョ ーー ページ ルー 覧 くだ CLb-oF コー ル バ ッ ク OFF7 ON DFF | 
SON PwCH | 所 人 遇 (Hi1OmW/Lo:1mW) Le7 中 加 
EmG_oF 林 衣 近 (SETE] 長 提 し で 骨 OFF7ON OFF 


ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


送信 中 に マ ま た は へ キー を 押す と 、 呼 び 出し 音 が 鳴り 相手 を 呼び 出す こと が で 
きま す 。 マ と へ キー で は 音色 が 異な り ます 。 


グル ー プ トー ク 和 機能 …………… ER 
同じ グル ー プ の 入 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ます 。 


[GROUP] キー を 押す 
ー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 


グル ー プ 番号 を 合わ せる 


故障 と お 考え に な る 前 に 


症 状 原 処 置 
電源 が 入ら な い 。 | 電池 の 入れ 方 が 間違っ て い | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
表示 が 消え る 。 | る 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 


電池 が 消耗 し て いる 。 充 加 池 を 充電 し て くだ さい 。 
育 が 出 な い 。 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 調整 し こく だ さい 。 
受信 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 同じ グル ー プ 基 号 に 合わ せ て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 | 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 信 す る が 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
3 分 の 通信 制限 時 間 を 超 | [PTT] キ ー を 離し 2 秒 た っ て か ら 
過 し て いる 。 送信 し て くだ さい 。 


キー 操作 で き な | キー ロッ ク さ れ て いる 。 キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 


Us 


] 充電 し な い 充電 端子 が 活 れ て いる 。 充電 端子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 
取っ て くだ さい 。 
充電 池 が 専用 品 で な い 。 専用 充電 池 EPB- 1 79 を 使用 し て 
くだ さい 。 


IF] キー を 押し な が ら マ また は へ キー を 押し て 自分 の 
グル ー プ の トランシーバ ー を 全て 同じ グル ー プ 番号 
に 合わ せま す 。 


グル ー プ 番号 は 01 … 50 を 選択 で きま す 。 


送信 する 


[PTT] キ ー を 押し な が ら マ イク に 向かっ 
ご 同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 の : 


し ます 。 
と だ け 通 話 で きま す 。 


キー ロン タク の 
キー ロッ ク し て お く と 誤操作 を 防止 で きま す 。 
簡易 キー ロッ ク (LoC-1) 


[F1 キ ー を 約 2 秒 押 し ます 。 
ー「LoC-1」 が 点 源 し た あと 「Om」 が 点灯 し ます 。 


解除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 


通常 キー ロッ ク (LoC- ら ) 


【F] キー と [GROUP] キー を 同時 に 約 ら 秒 押し ます 。 
ー「LoC-2」 が 点滅 し た あと 「On」 が 点灯 し ます 。 


解除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 


減 電 池 表 示 OTTOTTTTTYTYYYT TTYTTYYYTYPPPTTYTPPTTPEYTPPYTPPLCTYTPCTTL 


電池 の 残 量 が 少な く な る と 「C コ 」 が 点灯 し 、 電 池 
の 交換 時 期 が 近づい て いる こと を お 知ら せ し ま す 。 
さら に 残 時 が 少な く な る と 「C つ づ 」 が 点滅 し ます 。 
点滅 し た ら 新 し い 電 池 と 交換 し て くだ さい 。 


「 電 源 が 入ら な い 】「 オ ン オ フ を 緑 り 返 す 」 「 デ ィ 
スプ レイ 表示 が 消え る 」「 ハ ウリ ング 」 な どの 症 
状 が 出 た 場合 も 電池 の 消耗 が 考え られ る た め 、 新 
し い 時 池 と 交換 し て くだ さい 。 
電池 選択 (セッ トモ ー ド ) 設定 が 適正 で な いと 正 
し い タ イミ ング で 電池 交換 時 期 を 表示 し ませ ん 。 


設定 状態 が わか ら な く な っ た と き に 初期 化し 5 
ます 。 M 回 ※ 秘 話 用 ぐ 品 


7 避け ロロ 


oO で 中 中 中 四 財 


[円 キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ー デ ィ ス プレ イ 全 点灯 中 に [F] キ ー を 離し ます 。 
ー 工 場 出 荷 状態 の LOD1 チャ ン ネ ル に な り ま す 。 


その 他 の 機能 


本 書 に は 記載 し て いな い 拡 張 機 能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
http://www.alinco.co.jp/「 電 子 事業 」 


デュアル オペ レー ショ ン モ ー ド - リモ コン モー ド 


メイ ン ン サブ の ら つ の チャ ン ネ ル を 1 秒 ご 本 機 を リモ コン と し て 、 中 継 器 の チャ ン ネ 
と に 将 受信 し 、 そ の どちら と も 記 話 する ル な ど を 遠隔 操作 する 機能 で す 。 本 機能 は 、 
こと が で きる モー ド で す 。 】 台 の トラ ン シ 中 継 器 DJJP101H、 DJP1 11R、DJP1 
ー バ ー で ら 台 の は た らき を し ます 。 12R に 対応 し て いま す 。 


誤っ て これ ら の モー ド に 切り 替わり り 、 デ ィ ス プレ イ に お か し な 表示 が 出 た と き は 電源 を 入れ 
起す と 正常 な 状態 に 回 役 す る こと が あり ます 。 


処置 な 実施 し て も 異常 が 続く と き は リセ ッ ト し て くだ さい 
電池 が 消耗 し て いる と 説 動作 する こと が あり ます 。 新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 


製造 中 止 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な る 場合 も あり 、 修 理 が で き な い こと も あり 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生産 終了 後 年 で す 。 


EBP-] 79 ニッ ケル 水素 充電 池 

EDC-179A ツイ ン 充 電器 セッ ト (AC ア ダブ タ EDC-182 付 き ) 
EDC-179R 連結 ツイ ン 充 電 ス タン ド (別売 EDC-18 が 必要 ) 
EDC-181A シン グル 充電 回 セッ ト 

EDC-168 連結 充 二 用 大 容量 AC アダ プター 

EMS-62 (※1) スピ ビーカー マイ ク (防水 ブラ グ ) 

EMS-71 (※1) 防水 スピ ビー カー マイ ク (防水 プラ グ ) 

EME-32A イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ・ 防 水 プ ラグ ) 
EME-36A イヤ ホン マイ ク (防水 プラ グ ) 

EME-48A イヤ ホン マイ ク (防水 プラ グ ) 

EME-B58 イヤ ホン ( 古 か け 式 ) 

EME-58A イヤ ホン マイ ク 

EDS-14 プラ グ 変 換 ケ ー ブ ル (防水 プラ グ ) 

ESC-51 ソフ ト ケ ー ス 


(※1) スピ ー カ ー マ イ ク は 、PTT ホー ルド 機能 、VOX 機 能 が 使用 で きま せん 。 
上 記 以 外 の オプ ショ ンマ イク 製品 を 使用 する に は 、 別途 プラ グ 変 換 ケ ー ブ ル 
(EDS- 1 4) が 必要 で す 。 


送受 信 周波 数 | レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル 421.8185-421.9185MHz (受信 ) 
428.5000-428.3000MHz 
440.2685~440.3625MHz (送信 ) 
ビジ ネス チャ ン ネ ル 421.5750<481.7875MHz (受信 ) 
488.0500422.]1 750MHz 
440.0850-440.2375MHz (送信 ) 
肝 没 誠 細 チャ ッ 双 | 481.8000 / 440.8500MHz 
電 波 形式 | F3E(FM)/F]D (FSK) 
送信 出力 | 10mW/1mW 
受 信 感度 | -14dBu (12dB SINAD) 
将 声 出 力 | 50mW 以 上 (内 部 スピ ー カ ー) /1 5mW 以 上 (外部 出力 ) 
通信 方 式 | 単 信 、 半 複 信 
定格 電 圧 | DC1.5V ( 単 三 形 電池 1 本 ) / DC1.8V (EBP- 1 79 使 用 時 ) 
動作 温度 範囲 | -10~-+50C 
す 法 ] 突起 物 (ダイ ヤル ・ ア ン テ ナ ) 除 く 幅 54mmx 高 さ 92mm 
電池 収納 部 の 突起 除く 厚 さ } 7mm( 厚 さ 最 大 8.5mm) 
アン テ ナ 長 | し : 約 1Bcm  M: 約 7.5cm 
重 量 | L : 約 136g ( 単 三 形 電池 1 本 含 お) 
M : 約 126g ( 単 三 形 電池 1 本 含む) 


仕様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 

本 書 の 説明 用 イラ スト は 、 実物 と は 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て 
いる 場合 が あり ます 。 

本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 斬 載 す る こと は 禁止 され て いま す 。 


